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要旨 :
水島製鉄所溶接棒工場では，ガスシールドアーク溶接用ソリッドワイヤを製造するため一

次伸線，焼鈍，メッキ連続ラインを建設した。線材の粗引き工程には，高生産能力，生産

性向上等を目指して，イタリアコンティニウス社製の３ロール方式のマイクロミルを導入

した。本ラインは，1993 年１月に稼働を開始し，ライン速度は第一ステップ目標の

500m/min を達成した。マイクロミルのロール寿命が従来品に比べて約２倍の超硬ロールを

開発，７㎜線材に適応した圧延パススケジュールや，圧延潤滑油による冷却条件の設定に

より，圧延後線材の形状や，引張強さは良好な結果を得た。また作業性および作業環境の

改善にも成果を上げた。  

 
Synopsis : 
Kawasaki Steel Corp. has developed and new manufacturing line of gas shielded metal 
arc welding wire in Mizushima Welding Rod Plant. The main features of the new line 
are (1) serial processing of rough drawing, annealing, and copper plating, and (2) 
adoption of a 3-roll-type micro-mill of Continuous Corp. (Italy) make to the rough 
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